「国語総合」教科書における伝統的な言語文化（上） : 国語総合の古文教材を中心に <研究論文> by 井浪, 真吾
一
　
は
じ
め
に
　「
愛
国
心
」
の
歴
史
に
つ
い
て
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス-
  ス
ズ
キ
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
前
近
代
の
社
会
に
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
意
味
で
の
強
烈
な
愛
国
心
の
感
情
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
大
半
の
人
々
が
互
い
に
顔
見
知
り
の
関
係
で
あ
っ
た
小
規
模
な
社
会
で
は
、「
国
に
対
す
る
愛
情
」
と
い
う
抽
象
的
な
感
覚
を
持
つ
必
要
な
ど
、
ま
ず
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
：
稿
者
）
近
代
国
家
の
よ
う
な
巨
大
で
抽
象
的
な
も
の
に
対
し
て
、
市
民
達
の
忠
誠
心
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
ど
う
す
れ
ば
確
保
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
　
こ
の
課
題
に
応
え
よ
う
と
し
た
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
　
一
つ
は
、 
国
民
国
家
 を
「
契
約
に
基
づ
く
」
ネ
ー
シ
ヨ
ン
・
ス
テ
ー
ト
 
共
同
体 と
み
な
す
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
考
え
方
で
あ
る
。（
中
略
：
稿
者
）
　
二
番
目
は
、
文
化
や
伝
統
、
愛
情
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
共
同
体
と
い
う
、
も
っ
と
精
神
的
で
神
秘
的
と
呼
べ
る
言
葉
に
よ
っ
て 
国 
を
ネ
ー
シ
ヨ
ン
と
ら
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
き
に
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
民
族
的
な
帰
属
意
識
）
を
基
盤
に
す
る
国
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ 
。
 
（
傍
線
、
稿
者
。
以
下
、
同
）
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス-
  ス
ズ
キ
氏
の
発
言
に
よ
れ
ば
、「
文
化
や
伝
統
」
と
い
っ
た
も
の
は
、
近
代
国
家
が
「
市
民
達
の
忠
誠
心
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
保
す
る
」
た
め
に
要
請
し
た
精
神
的
要
素
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス-
  ス
ズ
キ
氏
の
発
言
は
、
一
九
四
七
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、
約
六
十
年
振
り
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
る 
、
そ
れ
に
は
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」（
第
二
条
の
五
）
と
あ
り
、「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
」、「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
こ
と
が
教
育
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
で
は
、
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
、
高
等
学
校
国
語
科
の
目
標
に
「
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
」
と
の
一
節
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
前
（
一
九
九
九
年
版
）
の
国
語
科
の
目
標
く１
が２
─　　─５８
　
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
お
け
る
伝
統
的
な
言
語
文
化
（
上
）
─
─
国
語
総
合
の
古
文
教
材
を
中
心
に
─
─
井
　
浪
　
真
　
吾
に
も
見
ら
れ
る
文
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
解
説
部
分
に
目
を
向
け
る
と
、
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
以
前
の
学
習
指
導
要
領
の
解
説
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
言
語
文
化
」
と
は
、
言
葉
に
よ
る
創
造
的
な
活
動
と
そ
の
成
果
を
指
す
。
特
に
、
我
が
国
の
場
合
、
古
典
か
ら
現
代
に
至
る
各
時
代
に
文
学
を
は
じ
め
様
々
な
言
語
文
化
が
あ
り
、
話
し
言
葉
、
書
き
言
葉
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
た
っ
て
様
々
な
形
態
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
語
文
化
に
対
し
て
広
く
か
つ
深
い
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、
高
等
学
校
に
お
け
る
目
標
と
さ
れ 
。
ま
た
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
言
語
文
化
」
と
は
、
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ
言
語
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
文
化
と
し
て
の
言
語
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
実
際
の
生
活
で
使
用
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
て
き
た
文
化
的
な
言
語
生
活
、
さ
ら
に
は
、
上
代
か
ら
現
代
ま
で
の
各
時
代
に
わ
た
っ
て
、
表
現
、
受
容
さ
れ
て
き
た
多
様
な
言
語
芸
術
や
芸
能
な
ど
を
幅
広
く
指
し
て
い
る
。（
中
略
：
稿
者
）
言
語
文
化
に
対
し
て
広
く
か
つ
深
い
関
心
を
も
つ
こ
と
が
、
高
等
学
校
に
お
け
る
目
標
と
な 
。
以
前
の
学
習
指
導
要
領
に
よ
れ
ば
、「
言
語
文
化
」
と
は
「
創
造
的
な
活
動
と
そ
の
成
果
」
で
「
様
々
な
形
態
を
持
っ
」
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
「
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
」
と
あ
り
、「
歴
史
」
「
継
承
」
を
加
え
る
こ
と
で
「
伝
統
」
的
な
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、 る３
る４
「
様
々
な
形
態
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、「
文
化
的
な
言
語
生
活
」、「
多
様
な
言
語
芸
術
や
芸
能
な
ど
」
と
一
つ
一
つ
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
、「
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ
言
語
そ
の
も
の
」
と
あ
り
、
高
等
学
校
で
扱
わ
れ
る
「
言
語
文
化
」
は
「
文
化
的
に
高
い
価
値
」
を
内
在
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、「
国
語
科
」
の
具
体
的
措
置
と
し
て
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
の
新
設
や
古
典
指
導
の
重
視
が
あ
る
の
で
あ 
。
　
こ
こ
ま
で
述
べ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
今
更
言
挙
げ
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
確
認
し
た
か
っ
た
の
は
、
我
が
国
の
教
育
が
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
」、「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
こ
と
を
法
制
化
し
、「
市
民
達
の
忠
誠
心
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
を
確
保
す
る
た
め
の
「
精
神
的
要 
」
と
し
て
、「
国
語
科
」
で
は
「
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ
言
語
文
化
」
に
対
し
て
「
広
く
か
つ
深
い
関
心
を
も
つ
」
こ
と
が
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
措
置
と
し
て
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
の
新
設
や
古
典
指
導
の
重
視
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
化
装
置
と
し
て
古
典
学
習
が
制
度
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
化
装
置
と
し
て
の
古
典
学
習
。
こ
れ
は
明
治
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
見
ら
れ
る
も
の 
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
古
典
学
習
を
捉
え
る
こ
と
は
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
現
代
は
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
り
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
も
現
代
社
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
改
訂
に
至
っ
て
い 
。
し
か
し
、
大
澤
真
幸
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
推
し
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
局
地
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
る５
素６
で７
る８
─　　─５９
化
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
世
界
各
地
で
見
ら 
、
日
本
の
教
育
が
伝
統
や
文
化
、
郷
土
を
尊
重
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
で
は
、
以
上
の
伝
統
や
文
化
、
郷
土
を
尊
重
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
教
育
の
動
き
は
、
国
語
教
科
書
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
様
相
を
う
か
が
っ
て
い
く
前
に
、
国
語
教
科
書
の
見
方
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
発
言
を
視
野
に
い
れ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
国
語
教
科
書
の
文
学
教
材
を
通
覧
し
た
佐
藤
泉
氏
は
「
あ
と
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
言
語
・
文
学
・
言
説
編
制
と
身
体
化
と
が
か
ら
み
合
う
主
体
化
の
問
題
系
、
政
治
・
経
済
・
制
度
の
問
題
系
、
社
会
思
想
の
問
題
系
、
相
互
に
異
な
る
い
く
つ
も
の
領
域
の
系
が
交
差
す
る
場
と
し
て
、
国
語
教
科
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
た
。
国
語
は
、
各
時
代
の
「
問
題
」
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
し
、
あ
る
い
は
何
を
「
問
題
」
と
す
べ
き
か
を
指
示
し
、
か
つ
未
来
を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
べ
き
か
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
普
及
さ
せ
る
場
だ
っ 
。
そ
の
一
方
で
、
竹
村
信
治
氏
は
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
い
る
小
学
校
の
「
国
語
科
」
教
科
書
を
見
て
い
く
中
で
、
次
の
よ
う
な
事
態
に
気
づ
く
。
現
実
の
児
童
生
徒
が
蓄
積
し
形
成
し
て
い
く
知
識
や
知
は
、「
学
習
指
導
要
領
」
と
重
な
っ
て
い
な
い
。（
中
略
：
稿
者
）
さ
ら
に
本
号
特
集
「
教
科
書
と
文
学
」
に
か
か
わ
る
こ
と
と
し
て
は
、「
学
習
指
導
要
領
」
へ
の
準
拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
教
科
書
に
、
準
拠
を
超
え
た
質
的
量
的
拡
張
が
見
ら
れ
る
れ９
た 　１０
点
が
重
要
だ
ろ
う
。
特
に
新
「
学
習
指
導
要
領
」
下
で
編
集
さ
れ
た
小
学
校
「
国
語
科
」
教
科
書
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。（
中
略
：
稿
者
）
　
と
こ
ろ
で
、
小
学
校
「
国
語
科
」
教
科
書
を
め
ぐ
る
こ
の
事
態
を
メ
デ
ィ
ア
性
の
議
論
に
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
Ｍ
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
ホ
ッ
ト
な
メ
デ
ィ
ア
」
と
思
わ
れ
て
い
た
「
学
習
指
導
要
領
」
が
、
存
外
「
ク
ー
ル
な
メ
デ
ィ
ア
」
だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
。「
受
容
者
に
よ
る
参
与
性
あ
る
い
は
補
完
性
」。
し
か
も
そ
う
し
て
拡
張
さ
れ
た
教
科
書
も
ま
た
、
国
語
科
に
お
い
て
は
教
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
参
与
」
と
「
補
完
」
を
許
す
メ
デ
ィ
ア
だ
っ 
。
国
語
教
科
書
を
様
々
な
力
が
働
き
絡
み
合
っ
た
磁
場
と
す
る
見
方
と
、
そ
う
見
え
つ
つ
も
様
々
な
「
参
与
」
や
「
補
完
」
を
許
す
メ
デ
ィ
ア
と
す
る
見
方
と
。
双
方
の
発
言
は
国
語
教
科
書
を
見
る
際
の
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
。
　
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
国
語
教
科
書
に
は
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
」、「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、「
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ
言
語
」、「
文
化
的
な
言
語
生
活
」、「
多
様
な
言
語
芸
術
や
芸
能
」
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
「
参
与
」「
補
完
」
に
よ
っ
て
逸
脱
、
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
見
て
い
き
た
い
。
　
但
し
国
語
教
科
書
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
小
中
高
の
国
語
教
科
書
、
高
等
学
校
の
科
目
の
国
語
教
科
書
な
ど
様
々
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
稿
者
が
最
も
身
近
に
接
し
て
い
る
高
等
学
校
の
、「
教
科
の
目
標
を
全
面
的
に
受
け
た
基
本
的
な
科
目
、
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ
る
共
通
必
履
修
科 
」
で
あ
る
「
国
語
総
合
」
の
古
文
教 
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
た 　１１
目 　１２
材 　１３
─　　─６０
二
　「
国
語
総
合
」
教
科
書
の
古
文
教
材
二
─
一
　
古
文
教
材
の
定
番
化
　「
国
語
総
合
」
教
科
書
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
も
し
く
は
作
品
に
よ
っ
て
単
元
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
単
元
に
は
２
～
５
の
教
材
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
様
々
な
形
態
と
し
て
現
れ
出
て
い
る
「
文
化
と
し
て
の
言
語
」、「
文
化
的
な
言
語
生
活
」、「
言
語
芸
術
や
芸
能
」
に
触
れ
る
こ
と
自
体
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ 
。
　
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
古
文
教
材
が
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。「
国
語
総
合
」
教
科
書
を
見
て
み
る
と
、
最
初
に
「
古
文
入
門
」
も
し
く
は
「
説
話
」
の
単
元
が
置
か
れ
、
説
話
が
二
、
三
収
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
　
、　
、　
、　
、　
）
や
『
十
訓
抄
』（
３-
 
１２
１６
３８
９５
１１３
 １
、
７-
  　
）
か
ら
の
採
用
が
多
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
「
児
の
そ
ら
寝
」（『
宇
治
拾
３０
遺
物
語
』　
）、「
絵
仏
師
良
秀
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』　
）、「
大
江
山
」（『
十
訓
抄
』
１２
３８
３-
  １
）
な
ど
が
多
く
の
教
科
書
で
共
通
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
に
は
『
沙
石
集
』（
巻
三
、
五
、
八
、
九
）
か
ら
の
採
用
が
幾
つ
か
見
ら
れ
、
次
い
で
『
今
昔
物
語
集
』（
　-
  　
、　-
  　
、　-
  　
）、『
古
今
著
聞
集
』（
　
、　
、　
、
１９
４０
２８
１６
２９
１８
３１９
４２９
５４５
　
）、『
発
心
集
』（
６-
  ８
）、『
今
物
語
』（
　
）
か
ら
の
採
用
が
見
ら
れ
る
。
７１７
２６
　「
古
文
入
門
」、「
説
話
」
の
単
元
の
後
は
、
各
出
版
社
で
配
列
順
は
異
な
る
も
の
の
、「
随
筆
」、「
物
語
」、「
日
記
」
の
単
元
が
置
か
れ
、「
随
筆
」
で
は
、『
徒
然
草
』
や
『
枕
草
子
』、『
方
丈
記
』
か
ら
、「
物
語
」
で
は
『
竹
取
物
語
』、『
伊
勢
物
語
』、『
大
和
物
語
』
か
ら
、「
日
記
」
で
は
、『
土
佐
日
記
』、『
更
級
日
記
』
か
ら
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
る 　１４
　
特
に
「
随
筆
」
に
お
い
て
は
『
徒
然
草
』（
序
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、
１１
１２
１９
２９
３２
４１
４５
　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
、　
）
が
必
ず
採
用
さ
５１
５２
５３
６８
７１
８９
９２
１０９
１１７
１３７
１８５
１８８
１８９
２３６
れ
、
次
い
で
『
枕
草
子
』（「
春
は
あ
け
ぼ
の
」、「
木
の
花
は
」、「
虫
は
」、「
あ
り
が
た
き
も
の
」、「
に
く
き
も
の
」、「
は
し
た
な
き
も
の
」、「
近
う
て
遠
き
も
の
」、「
五
月
ば
か
り
に
」、「
中
納
言
参
り
給
ひ
て
」、「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
」）
の
採
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
古
文
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
れ
ば
、『
方
丈
記
』（「
ゆ
く
河
の
流
れ
」、「
安
元
の
大
火
」）
か
ら
の
採
用
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（「
古
典
Ｂ
」
に
な
る
と
ほ
ぼ
全
て
の
教
科
書
で
採
用
さ
れ
る
）。
こ
の
よ
う
に
、「
随
筆
」
と
い
え
ば
『
徒
然
草
』、『
枕
草
子
』
か
ら
の
採
用
と
な
る
。
一
見
す
る
と
、
ど
の
章
段
を
採
用
す
る
か
は
教
科
書
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
『
徒
然
草
』
で
は
序
段
や
「
猫
ま
た
」
の
章
段
な
ど
、
採
用
さ
れ
る
章
段
に
は
偏
り
が
あ
る
。
　
一
方
、「
物
語
」、「
日
記
」
に
お
い
て
は
、
教
材
の
定
番
化
の
傾
向
が
著
し
い
。
例
え
ば
、『
竹
取
物
語
』
で
は
、
冒
頭
の
か
ぐ
や
姫
誕
生
か
ら
成
長
に
か
け
て
の
場
面
、
終
盤
の
か
ぐ
や
姫
昇
天
の
場
面
か
ら
の
採
用
、『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
「
芥
川
」（
六
段
）、「
東
下
り
」（
九
段
）、「
筒
井
筒
」（
二
十
三
段
）、「
梓
弓
」（
二
十
四
段
）
か
ら
の
採
用
、『
土
佐
日
記
』
で
は
、
冒
頭
の
女
性
仮
託
や
諧
謔
表
現
が
散
見
さ
れ
る
場
面
、
終
盤
の
自
邸
に
到
着
す
る
場
面
か
ら
の
採
用
が
大
半
で
あ
る
。
他
に
も
『
竹
取
物
語
』
の
貴
人
求
婚
譚
か
ら
の
採
用
（
蓬
莱
の
玉
の
枝
、
火
鼠
の
皮
衣
）、『
伊
勢
物
語
』
の
惟
喬
親
王
と
昔
男
と
の
や
り
と
り
の
場
面
（
　
）
８３
の
採
用
、『
土
佐
日
記
』
の
道
中
の
場
面
か
ら
の
採
用
、『
更
級
日
記
』（「
足
柄
山
」、「
東
路
の
道
の
果
て
」）、『
大
和
物
語
』（
　
、　
）
か
ら
の
採
用
も
見
ら
れ
る
１４９
１５８
が
僅
か
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
単
元
の
後
に
置
か
れ
る
単
元
は
「
軍
記
（
物
語
）」、「
和
歌
」、「
俳
諧
紀
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
単
元
に
お
い
て
も
、
教
材
の
定
番
化
の
傾
向
が
─　　─６１
見
ら
れ
る
。
　「
軍
記
（
物
語
）」
の
単
元
で
『
平
家
物
語
』
以
外
の
作
品
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
採
用
さ
れ
る
場
面
も
冒
頭
部
の
「
祇
園
精
舎
」、
巻
九
の
「
木
曾
の
最
期
」
が
大
半
で
、
他
の
場
面
か
ら
の
採
用
は
僅
か
で
あ
る
。
　「
和
歌
」
は
『
万
葉
集
』・『
古
今
集
』・『
新
古
今
集
』
か
ら
の
採
用
で
、『
万
葉
集
』
で
は
柿
本
人
麻
呂
や
大
伴
家
持
、『
古
今
集
』
で
は
紀
貫
之
や
在
原
業
平
、
『
新
古
今
集
』
で
は
藤
原
定
家
や
式
子
内
親
王
な
ど
の
有
名
歌
人
の
和
歌
や
各
歌
集
に
見
ら
れ
る
修
辞
技
巧
の
特
徴
（『
万
葉
集
』
で
は
枕
詞
、『
古
今
集
』
で
は
掛
詞
、
『
新
古
今
集
』
で
は
本
歌
取
り
、
な
ど
）
を
よ
く
表
し
た
和
歌
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
　「
俳
諧
紀
行
」
で
は
、
必
ず
『
奥
の
細
道
』
か
ら
の
採
用
で
あ
る
。
採
用
さ
れ
る
場
面
は
冒
頭
、「
平
泉
」、「
立
石
寺
」
が
大
半
で
、
他
に
「
白
河
の
関
」、「
大
垣
」
か
ら
の
採
用
が
僅
か
に
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
　
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
幾
分
異
な
る
古
文
教
材
の
採
用
状
況
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
一
学
習
社
「
新
訂
国
語
総
合
古
典
編
」
で
は
、
冒
頭
に
「
古
文
入
門
」
の
単
元
を
組
み
、「
児
の
そ
ら
寝
」、「
絵
仏
師
良
秀
」
の
二
つ
の
説
話
を
お
く
が
、
こ
れ
と
は
別
に
「
説
話
」
の
単
元
を
組
み
、
新
た
に
三
つ
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』　
、『
十
訓
抄
』
７-
  　
、『
沙
石
集
』
巻
九
）。
ま
た
、
最
後
１１３
３０
に
「
歌
論
」
の
単
元
を
組
み
、『
俊
頼
髄
脳
』（「
三
輪
山
伝
説
」）、『
正
徹
物
語
』
（「
為
秀
の
秀
歌
」）
か
ら
教
材
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
も
他
の
「
国
語
総
合
」
教
科
書
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
他
に
は
、
三
省
堂
「
高
等
学
校
国
語
総
合
古
典
編
」
で
は
、「
評
論
」
の
単
元
を
組
み
、『
三
冊
子
』、『
う
ひ
山
ぶ
み
』
か
ら
教
材
と
し
て
の
採
用
が
、「
古
典
の
伝
承
」
と
い
う
単
元
を
組
み
、
能
「
井
筒
」
か
ら
教
材
と
し
て
の
採
用
が
見
ら
れ
る
。
　
以
上
、
各
出
版
社
の
「
国
語
総
合
」
教
科
書
の
単
元
構
成
、
各
単
元
に
収
め
る
古
文
教
材
を
通
覧
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
古
文
教
材
の
定
番
化
、
一
律
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
一
、
は
じ
め
に
」
の
議
論
と
関
連
さ
せ
る
と
、
高
校
生
が
学
習
を
通
じ
て
「
言
語
文
化
に
対
し
て
広
く
か
つ
深
い
関
心
を
も
つ
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
選
ば
れ
た
教
材
が
如
上
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
言
え
ば
、
如
上
の
テ
キ
ス
ト
が
高
校
生
が
目
に
す
る
べ
き
「
文
化
と
し
て
の
言
語
」、「
文
化
的
な
言
語
生
活
」、「
言
語
芸
術
や
芸
能
」
の
代
表
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
幾
分
異
な
る
古
文
教
材
の
採
用
が
見
ら
れ
た
第
一
学
習
社
「
新
訂
国
語
総
合
古
典
編
」、
三
省
堂
「
高
等
学
校
国
語
総
合
古
典
編
」
は
「
文
化
と
し
て
の
言
語
」、「
文
化
的
な
言
語
生
活
」、「
言
語
芸
術
や
芸
能
」
の
幅
を
広
め
た
採
用
と
な
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
　
と
は
言
う
も
の
の
、
国
語
教
科
書
は
「
相
互
に
異
な
る
い
く
つ
も
の
領
域
の
系
が
交
差
す
る
場
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
教
科
書
採
用
を
め
ぐ
る
声
で
あ
る
。
例
え
ば
、
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
公
開
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
③「
国
語
教
科
書
研
究
の
方
法
─
国
語
教
科
書
の
い
ま
と
こ
れ
か
ら
─
」（
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
は
小
学
校
国
語
教
科
書
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
各
出
版
社
の
方
の
発
言
や
考
え
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
。
中
学
校
の
教
科
書
を
編
纂
す
る
際
に
、
い
つ
も
話
題
に
は
上
り
ま
す
が
、
や
は
り
義
務
教
育
終
了
時
に
、
日
本
人
と
し
て
こ
れ
だ
け
は
と
い
う
も
の
に
出
会
わ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
定
番
に
落
ち
着
く
の
が
常
で
す
。
高
等
学
校
義
務
化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
昨
今
、
こ
の
辺
り
の
事
情
も
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ 
。
ん 　１５
─　　─６２
内
容
と
し
て
は
、
文
学
教
材
に
関
し
て
、
教
科
書
教
材
と
し
て
定
評
あ
る
作
品
を
だ
い
じ
に
継
続
的
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ 
。
教
科
書
編
纂
は
検
定
を
ク
リ
ア
し
、
且
つ
、
教
育
現
場
で
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
二
つ
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
は
、
他
社
と
大
き
く
異
な
る
教
科
書
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
ろ
う
し
、
定
番
教
材
が
な
い
と
、
教
育
現
場
か
ら
上
が
る
声
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き 
。
　
ま
た
、
各
古
文
教
材
の
採
用
か
ら
定
番
化
に
至
る
ま
で
に
は
歴
史
が
あ
り
、
現
在
の
採
用
率
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
ど
れ
だ
け
採
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
採
用
さ
れ
、
定
番
化
に
至
っ
た
の
か
も
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
古
文
教
材
採
用
の
歴
史
も
一
度
丁
寧
に
追
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ 
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
採
用
さ
れ
て
い
る
教
材
を
、
教
科
書
会
社
や
こ
れ
を
検
定
す
る
文
科
省
が
単
純
に
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
代
表
例
と
し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
国
語
教
科
書
と
い
う
場
に
様
々
な
力
が
働
い
て
い
た
と
し
て
も
、
大
抵
の
場
合
、
そ
れ
は
学
習
者
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
学
習
者
は
提
示
さ
れ
た
教
材
を
教
師
と
と
も
に
学
び
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
と
し
て
そ
れ
ら
を
受
け
止
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
─
二
　
古
文
教
材
の
差
し
出
さ
れ
方
　
で
は
、
前
述
し
た
教
材
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
差
し
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
、「
ジ
ャ
ン
ル
解
説
」（
数
研
出
版
の
み
）
に
は
次
の
よ た 　１６
る 　１７
う 　１８
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
○
説
話
…
人
々
の
間
で
伝
承
さ
れ
た
神
話
・
伝
説
・
昔
話
・
世
間
話
な
ど
を
材
料
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
。
○
随
筆
…
日
々
の
思
い
や
自
己
の
内
面
を
自
由
に
書
き
つ
づ
っ
た
作
品
。
○
歌
物
語
…
和
歌
を
中
心
と
し
た
短
編
の
物
語
。
歌
の
由
来
・
背
景
な
ど
を
物
語
的
虚
構
の
上
に
展
開
し
、
歌
の
叙
情
性
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
○
物
語
…
登
場
人
物
や
事
件
な
ど
を
創
作
し
た
散
文
の
作
品
。
な
か
に
は
、
伝
奇
的
な
内
容
の
も
の
も
あ
る
。
○
和
歌
…
や
ま
と
言
葉
に
よ
る
日
本
固
有
の
詩
歌
。
素
朴
な
も
の
か
ら
技
巧
的
な
も
の
ま
で
、
時
代
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
歌
が
詠
ま
れ
た
。
○
日
記
文
学
…
体
験
し
た
こ
と
を
回
想
す
る
よ
う
に
描
く
作
品
だ
が
、
単
な
る
記
録
で
は
な
く
、
人
間
の
内
面
を
表
現
し
、
虚
構
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
多
い
。
○
軍
記
物
語
…
戦
乱
を
題
材
に
し
た
物
語
文
学
。
事
実
の
記
録
や
記
述
を
越
え
た
虚
構
の
部
分
も
あ
る
。
○
俳
諧
紀
行
文
…
旅
の
感
興
を
集
約
し
た
句
を
配
し
つ
つ
、
自
ら
が
旅
し
た
あ
と
を
時
に
は
虚
構
を
交
え
な
が
ら
修
辞
を
こ
ら
し
て
書
き
つ
づ
っ
た
文
学
作
品
。
一
見
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
で
登
場
人
物
や
書
き
手
の
内
面
や
感
興
が
虚
構
を
交
え
な
が
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
古
文
テ
キ
ス
ト
を
所
謂
「
古
典
文
学
機
機
」
と
見
な
そ
─　　─６３
う
と
す
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
に
は
人
々
の
内
面
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
情
緒
的
な
捉
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、「
和
歌
」
は
、「
や
ま
と
言
葉
」、「
日
本
固
有
」、「
歌
の
叙
情
性
」
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
な
が
ら
「
解
説
」
さ
れ
て
い
る
。
　
加
え
て
、
前
項
で
確
認
し
た
定
番
化
さ
れ
て
い
る
古
文
教
材
の
「
作
品
解
説
」
に
は
次
の
よ
う
な
要
素
が
見
ら
れ
る
。
▼『
宇
治
拾
遺
物
語
』…
仏
教
説
話
・
世
俗
説
話
が
収
録
／
庶
民
的
発
想
／
人
間
的
興
味
／
生
活
感
情
▼『
竹
取
物
語
』…
古
い
伝
承
・
仏
典
・
漢
籍
を
と
り
こ
む
／
伝
奇
性
、
空
想
性
／
最
古
の
物
語
（『
源
氏
物
語
』
に
言
及
）
／
素
朴
で
簡
潔
な
文
体
▼『
伊
勢
物
語
』…
改
訂
増
補
／
在
原
業
平
の
一
代
記
風
／
男
女
の
恋
愛
に
ま
つ
わ
る
話
が
多
く
雅
な
世
界
▼『
徒
然
草
』…
多
岐
に
わ
た
る
事
柄
に
つ
い
て
深
く
考
察
／
豊
か
な
教
養
と
仏
教
的
無
常
観
／
『
枕
草
子
』
を
意
識
し
て
い
る
／
▼『
枕
草
子
』…
類
聚
的
、
日
記
的
、
随
想
的
章
段
／
「
を
か
し
」
の
美
／
作
者
の
宮
仕
え
時
の
経
験
や
見
聞
／
三
大
随
筆
／
中
宮
定
子
の
周
辺
を
宮
廷
美
の
理
想
と
し
て
描
く
▼『
土
佐
日
記
』…
仮
名
文
に
よ
る
最
古
の
日
記
／
女
性
に
仮
託
／
旅
の
内
容
／
男
性
の
漢
文
日
記
に
は
な
か
っ
た
自
由
な
表
現
▼『
万
葉
集
』…
最
古
の
歌
集
／
歌
体
と
部
立
／
実
感
に
即
し
た
感
動
を
率
直
に
表
現
／
上
代
人
の
素
朴
で
純
粋
な
生
活
感
情
／
様
々
な
階
層
の
人
々
の
歌
／
素
朴
で
雄
大
な
詠
み
ぶ
り
▼『
古
今
集
』…
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
／
仮
名
序
と
真
名
序
／
繊
細
、
優
美
、
流
麗
な
歌
風
／
理
知
的
、
技
巧
的
／
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
▼『
新
古
今
集
』…
八
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
／
改
訂
増
補
／
艶
・
幽
玄
・
有
心
／
余
情
を
重
ん
ず
る
幽
玄
な
歌
風
／
本
歌
取
り
・
体
言
止
め
な
ど
の
技
巧
／
貴
族
文
化
の
復
興
▼『
平
家
物
語
』…
平
家
一
門
の
盛
衰
／
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
語
り
広
め
ら
れ
る
／
和
漢
混
交
文
／
仏
教
的
無
常
観
／
▼『
奥
の
細
道
』…
旅
の
内
容
／
事
実
と
虚
構
／
芭
蕉
の
紀
行
文
中
の
最
高
作
／
簡
潔
で
含
蓄
に
富
み
高
雅
な
趣
／
名
所
・
旧
跡
の
見
聞
・
地
方
の
人
々
と
の
交
遊
を
描
く
「
国
語
総
合
」
教
科
書
で
、
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る
古
文
テ
キ
ス
ト
は
平
安
時
代
成
立
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
鎌
倉
時
代
成
立
の
古
文
テ
キ
ス
ト
が
幾
ら
か
採
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
成
立
の
古
文
テ
キ
ス
ト
は
『
奥
の
細
道
』
で
代
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
「
作
品
解
説
」
を
加
え
て
み
る
と
、『
平
家
物
語
』
の
木
曾
義
仲
を
武
士
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
説
話
や
『
万
葉
集
』
の
詠
歌
主
体
を
民
衆
の
代
表
と
し
て
、
様
々
な
階
層
の
生
活
に
も
目
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
見
せ
つ
つ
、
平
安
時
代
の
「
貴
族
文
化
」、「
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
」、「
宮
廷
美
」
な
ど
、
所
謂
「
国
風
機
機
文
化
」
や
貴
族
の
言
語
生
活
を
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
核
と
し
て
据
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
　
更
に
は
、
最
古
の
物
語
で
あ
る
『
竹
取
物
語
』、
最
古
の
歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』、
最
古
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
古
今
集
』
な
ど
、
日
本
最
古
機
機
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
触
れ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ 
。
　
古
文
テ
キ
ス
ト
の
情
緒
的
な
捉
え
方
、「
日
本
固
有
」
と
い
う
考
え
方
、「
日
る 　１９
─　　─６４
本
最
古
」
の
諸
テ
キ
ス
ト
、
国
風
文
化
、
こ
れ
ら
を
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
と
し
て
伝
え
、「
市
民
達
の
忠
誠
心
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
を
確
保
す
る
た
め
の
「
精
神
的
要
素
」
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
の
は
や
や
偏
っ
た
見
方
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
古
文
テ
キ
ス
ト
に
語
ら
れ
た
「
内
面
」、「
情
」、
「
感
興
」
を
、「
日
本
固
有
」
に
同
化
さ
せ
た
り
、
感
動
を
強
制
し
た
り
す
る
よ
う
で
は
、
学
習
者
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
搦
め
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
注１
　
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス-
  ス
ズ
キ
著
、
伊
藤
茂
訳
『
愛
国
心
を
考
え
る
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
八
～
一
九
頁
。
２
　
注
１
前
掲
書
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
。
「
教
育
に
お
い
て
愛
国
心
が
果
た
す
役
割
は
、
二
〇
〇
六
年
、
教
育
基
本
法
が
一
九
四
七
年
の
導
入
以
来
初
め
て
改
定
さ
れ
た
際
に
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。」（
五
頁
）
「
こ
れ
ら
の
問
題
（
稿
者
注
：
愛
国
心
に
関
わ
る
問
題
）
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
理
解
す
る
た
め
に
は
、
愛
国
心
と
い
う
発
想
が
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の
か
、
過
去
に
日
本
で
、
そ
し
て
そ
の
他
の
国
々
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。」（
七
頁
）
３
　
文
部
科
学
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
国
語
編
』（
東
洋
館
出
版
、
一
九
九
九
年
）、
一
〇
頁
。
４
　
文
部
科
学
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
国
語
編
』（
教
育
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
〇
頁
。
５
　
鶴
田
清
司
「
外
的
要
因
と
し
て
の
法
改
正
と
内
的
要
因
と
し
て
の
学
力
調
査
」（「
教
育
科
学
国
語
教
育
」
七
〇
一
号
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）、
二
〇
頁
。
６
　
愛
国
心
議
論
に
関
わ
る
『
教
育
と
国
家
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）
の
中
で
、
高
橋
哲
哉
氏
は
『
心
の
ノ
ー
ト
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
全
面
改
訂
し
た
『
私
た
ち
の
道
徳
』、
例
え
ば
『
私
た
ち
の
道
徳
　
中
学
校
』
の
第
四
章
の
（
９
）
に
は
「
国
を
愛
し
、
伝
統
の
継
承
と
文
化
の
創
造
を
」
と
の
題
さ
れ
、「
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
こ
の
国
を
愛
し
、
そ
の
一
層
の
発
展
に
努
め
る
態
度
を
養
っ
て
い
き
た
い
。（
中
略
：
稿
者
）
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
そ
の
良
さ
を
受
け
継
い
だ
上
で
、
新
た
な
文
化
を
創
造
し
、
誇
り
を
も
っ
て
世
界
の
人
々
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」（
二
〇
六
頁
）
と
目
標
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
な
ど
は
「
市
民
達
の
忠
誠
心
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
を
確
保
す
る
た
め
の
「
精
神
的
要
素
」
と
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
７
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
オ
シ
ラ
ネ
・
鈴
木
登
美
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典
─
カ
ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』（
新
曜
社
、
一
九
九
九
年
）
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
８
　
前
掲
注
４
、「
第
一
節
　
改
訂
の
趣
旨
」（
一
頁
）
９
　
大
澤
真
幸
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
由
来
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）
五
三
～
六
三
頁
。
　
　
佐
藤
泉
『
シ
リ
ー
ズ
言
葉
と
社
会
４
　
国
語
教
科
書
の
戦
後
史
』（
勁
草
書
１０
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
二
一
〇
頁
。
　
　
竹
村
信
治
「
何
を
読
む
の
か
─
教
科
書
の
古
典
「
文
学
」─
」（「
日
本
文
１１
学
」
第
六
十
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
）、
三
頁
。
　
　
前
掲
注
４
、
一
五
頁
。
１２　
　
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
た
の
は
以
下
の
教
科
書
で
あ
る
。
１３
─　　─６５
東
京
書
籍
　
─「
国
語
総
合
古
典
編
」「
精
選
国
語
総
合
」（
と
も
に
平
成
二
十
五
年
二
月
）
三
省
堂
　
　
─「
高
等
学
校
国
語
総
合
古
典
編
」「
精
選
国
語
総
合
」（
と
も
に
平
成
二
十
五
年
三
月
）
教
育
出
版
　
─「
国
語
総
合
」「
新
編
国
語
総
合
　
言
葉
の
世
界
へ
」（
と
も
に
平
成
二
十
六
年
一
月
）
大
修
館
書
店
─「
国
語
総
合
古
典
編
」「
新
編
国
語
総
合
」「
精
選
国
語
総
合
」
（
以
上
、
平
成
二
十
七
年
四
月
）
数
研
出
版
　
─「
国
語
総
合
古
典
編
」「
高
等
学
校
国
語
総
合
」（
と
も
に
平
成
二
十
五
年
一
月
）
明
治
書
院
　
─「
精
選
国
語
総
合
古
典
編
」「
高
等
学
校
国
語
総
合
」（
と
も
に
平
成
二
十
五
年
一
月
）
筑
摩
書
房
　
─「
精
選
国
語
総
合
古
典
編
」（
平
成
二
十
六
年
一
月
）「
国
語
総
合
」（
平
成
二
十
五
年
一
月
）
第
一
学
習
社
─「
新
編
国
語
総
合
」「
新
訂
国
語
総
合
古
典
編
」
　
　
　
　
　
　「
高
等
学
校
国
語
総
合
」（
以
上
、
平
成
二
十
五
年
二
月
）
桐
原
書
店
　
─「
探
究
国
語
総
合
古
典
編
」「
国
語
総
合
」（
と
も
に
平
成
二
十
六
年
二
月
発
行
）
ま
た
、
勤
務
校
が
所
蔵
す
る
「
国
語
総
合
」
教
科
書
を
考
察
対
象
と
し
た
の
で
、
東
京
書
籍
『
新
編
国
語
総
合
』、
三
省
堂
『
明
解
国
語
総
合
』、
第
一
学
習
社
『
標
準
国
語
総
合
』
は
本
発
表
の
考
察
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
。
　
　
第
一
学
習
社
「
高
等
学
校
新
編
国
語
総
合
」
で
は
、「
古
文
入
門
─
古
文
に
１４
親
し
む
─
物
語
を
楽
し
む
─
随
筆
を
読
む
─
古
典
の
詩
歌
」
の
よ
う
に
他
の
教
科
書
会
社
と
異
な
る
か
の
よ
う
な
単
元
構
成
が
見
ら
れ
る
が
、
同
社
の
他
の
「
国
語
総
合
」
教
科
書
と
比
較
し
て
も
、
教
材
数
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
教
材
の
入
れ
替
え
が
僅
か
に
あ
る
の
み
で
、「
親
し
む
」「
楽
し
む
」「
読
む
」
た
め
に
何
か
を
変
え
て
い
る
様
子
は
窺
え
な
い
。
　
　
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
公
開
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
③「
国
語
教
科
書
研
究
１５
の
方
法
─
国
語
教
科
書
の
い
ま
と
こ
れ
か
ら
─
」（
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
十
七
頁
。
会
場
か
ら
の
質
問
「
小
中
で
韻
文
作
品
の
選
択
に
つ
い
て
重
複
な
ど
は
な
い
か
」
の
質
問
に
対
す
る
飯
田
順
子
氏
（
光
村
図
書
）
の
回
答
。
　
　
前
掲
注
　
、
二
十
頁
。
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
「
教
科
書
に
は
採
択
が
あ
る
１６
１５
が
、
編
集
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
に
現
場
の
声
に
対
応
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
多
く
あ
っ
た
の
か
」
の
質
問
に
対
し
て
岡
本
哲
明
氏
（
東
京
書
籍
）
の
回
答
。
　
　
同
様
の
こ
と
は
、
文
学
教
材
を
対
象
に
し
て
、
川
島
幸
希
『
国
語
教
科
書
１７
の
闇
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
注
７
、
注
　
が
挙
げ
ら
１８
１０
れ
る
。
　
　「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
日
本
最
古
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
古
事
記
』
は
見
１９
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
戦
前
戦
中
の
『
古
事
記
』
の
扱
わ
れ
方
を
鑑
み
て
の
配
慮
な
の
か
、
単
に
上
代
の
言
葉
遣
い
に
抵
抗
感
を
も
つ
学
習
者
が
多
い
か
ら
な
の
か
理
由
は
明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
小
学
校
「
国
語
科
」
教
科
書
で
は
、
様
々
な
形
で
『
古
事
記
』
が
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
 
（
神
戸
龍
谷
中
学
校
高
等
学
校
）
─　　─６６
